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本
年
は
概
ね
５
年
に
一
度
の
「
踊

り
」
の
回
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
総
会
議
事
の
後

に
行
わ
れ
る
懇
親
会
に
於
い
て
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
「
土
人
踊
り

（
現
在
の
名
称
は
『
猛
者
踊
り
』）」

の
実
演
を
ご
披
露
す
る
予
定
で
す
。

演
技
に
熱
中
す
る
余
り
、
ぎ
っ
く
り

腰
に
な
っ
た
り
し
な
い
よ
う
、
ま
ず
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第28号

平
成
22
年
度
幹
事
団
（
昭
和
53
年

卒
）
よ
り
総
会
の
ご
案
内
を
申
し
上

げ
ま
す
。

創
立
１
３
０
年
の
節
目
の
年
に
当

た
る
本
年
は
、「
世
代
を
超
え
、
心

を
一
つ
に
、
語
り
、
歌
い
、
踊
り
、

よ
り
強
い
白
堊
の
絆
を
紡
ぐ
」
を
基

調
テ
ー
マ
と
し
て
、
催
事
を
編
成
す

る
も
の
と
し
ま
し
た
。

総会のクライマックスの校歌蛮唱

は
基
礎
体
力
づ
く
り
か
ら
の
準
備
を

始
め
て
お
り
ま
す
。

な
る
べ
く
「
飛
び
入
り
参
加
」
も

受
け
入
れ
る
方
向
で
企
画
検
討
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
先
輩
諸
兄
の
皆
様

で
ご
希
望
の
方
は
、
申
込
葉
書
に
そ

の
由
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

展
示
室
（
さ
く
ら
の
間
）
で
は
、

同
期
生
に
よ
る
書
画
・
写
真
等
作
品

と
、「
思
い
出
資
料
室
」
と
し
て

「
土
人
踊
り
」
関
連
の
資
料
や
在
校

時
を
偲
ば
せ

る
品
々
な
ど

を
会
場
に
展

今年の総会は、私たちが幹事です！

約280名が参加し大いに盛り上がった昨年の総会風景

2010

５
月
８
日
●土 

東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
て
開
催

第42回在京白堊会総会
日　時：５月８日（土）16時～19時　

受付開始15時より
場　所：東京グリーンパレス（麹町日本テレビ隣）
参加費：一般10,000円

（在京白堊会年会費2,000円を含む）
学生・院生3,000円（年会費2,000円
を含む／但し、社会人・主婦の院生は一般扱い）

今
年
の
総
会
で
も
、
た
く

さ
ん
の
笑
顔
と
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
（
昨
年
の
「
お

楽
し
み
抽
選
会
」
風
景
）

示
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
体
験
を
含
め
、
一
高
「
土

人
踊
り
」
に
関
す
る
資
料
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
こ
ち
ら
で
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
一
報
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
今
年
度
総
会
で
は
、
在
校

時
に
担
任
教
諭
と
し
て
ご
指
導
い
た

だ
い
た
、
高
野
千
俊
先
生
、
野
村
武

士
先
生
を
盛
岡
よ
り
お
招
き
す
る
予

定
で
す
。

世
代
を
越
え
た
交
流
の
時
を
過
ご

す
こ
と
に
よ
り
、
白
堊
魂
が
次
世
代

に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

出
欠
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
回
同

封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
葉
書
に

て
、
４
月
16
日
（
金
）
迄
に
投
函
下

さ
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

（
昭
和
53
年
卒
幹
事
団
）

今年の総会は、踊る気マンマン！



白
堊
芸
術
鑑
賞
ク
ラ
ブ
（
ル
・

サ
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
）
は
、
11
月
７
日

（
土
）、「
笠
間
日
動
美
術
館
鑑
賞
の

旅
」
を
行
い
ま
し
た
。
笠
間
焼
き

で
有
名
な
茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

同
館
は
日
本
で
も
指
折
り
の
質
と

量
の
展
示
品
で
知
ら
れ
て
お
り
、

芸
術
愛
好
家
で
あ
れ
ば
一
度
は
訪

ね
て
み
た
い
美
術
館
で
す
。
敷
地

に
は
緑
溢
れ
る
環
境
に
企
画
展
示

館
、
野
外
彫
刻
庭
園
、
日
本
・
ア
メ

リ
カ
館
、
フ
ラ
ン
ス
館
が
バ
ラ
ン
ス
よ

く
配
置
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

企
画
展
示
館
で
は
向
井
潤
吉
展

で
昔
懐
か
し
い
日
本
の
原
風
景
を

楽
し
み
、
野
外
彫
刻
庭
園
で
は
舟

越
保
武
の
作
品
を
鑑
賞
後
に
代
表

作
の
前
で
記
念
撮
影
。
さ
ら
に
な

だ
ら
か
な
庭
園
の
先
に
あ
る
各
館

で
は
、
３
５
０
点
に
及
ぶ
絵
画
の

パ
レ
ッ
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
印
象

派
の
巨
匠
た
ち
の
作
品
を
堪
能
し

ま
し
た
。
ま
た
こ
の
美
術
館
の
創

設
者
で
あ
る
長
谷
川
仁
・
林
子
御

夫
妻
と
舟
越
保
武
の
深
い
交
流
の

様
子
が
展
示
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ナ

ー
が
あ
り
、
私
た
ち
白
堊
同
窓
生

に
と
っ
て
は
嬉
し
い
空
間
で
し
た
。

２
時
間
に
及
ぶ
鑑
賞
の
間
、
同

館
の
２
人
の
学
芸
員
の
方
が
、
専

門
的
な
解
説
と
共
に
、
質
問
に
も

丁
寧
に
答
え
て
下
さ
っ
て
和
や
か

に
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

美
術
館
を
出
た
後
、
近
く
に
あ

る
笠
間
稲
荷
で
、
折
か
ら
開
催
中

の
菊
祭
り
を
見
学
し
た
後
、
蕎
麦

屋
で
の
交
流
会
、
笠
間
焼
き
の
窯

場
見
学
と
、
密
度
の
高
い
鑑
賞
会

で
し
た
。
帰
り
の
常
磐
線
で
は
、

会
員
同
士
で
話
に
花
が
咲
き
、
最

後
ま
で
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

（２）在京白堊会報 2010年3月（第28号）

美術館の学芸員の案内で世界の名画を鑑賞

舟越保武の彫刻「原の城」（写真・中央奥）をバックに

11
月
28
日
（
土
）
午
前
９
時
半
、

小
春
日
和
の
中
、
小
田
原
駅
に
参
加

予
定
者
全
員
が
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ
で

見
学
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
ず
中
世
小
田
原
城
の
見
学
に
先

立
ち
、
江
戸
期
小
田
原
城
を
構
成
し

て
い
た
幸
田
門
、
大
手
門
を
見
学
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
折
り
良
く
小
田
原

市
教
育
委
員
会
主
催
の
小
田
原
城
東

馬
出
曲
輪
・
現
地
発
掘
報
告
会
が
本

日
行
わ
れ
る
と
の
看
板
が
目
に
入
り

ま
し
た
。
こ
ん
な
に
機
会
は
滅
多
に

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
早
速
百
人
程

の
参
加
者
の
一
員
と
な
っ
て
、
普
段

は
入
れ
な
い
発
掘
現
場
の
間
近
で
遺

跡
の
見
学
及
び
説
明
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

聞
け
ば
、
他
の
城
郭
で
は
城
の
正

面
で
あ
る
大
手
門
か
ら
離
れ
た
所
に

設
け
ら
れ
る
訪
問
者
用
の
馬
小
屋

が
、
小
田
原
城
で
は
徳
川
家
光
の
上

洛
に
合
わ
せ
て
増
築
さ
れ
た
折
に
、

大
手
門
近
く
に
設
け
ら
れ
た
珍
し
い

例
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、
良
い
見
学

の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
に
は

発
掘
さ
れ
た
瓦
等
が
並
べ
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
し
、
曲
輪
の
隅
に
あ
っ
た

櫓
の
基
壇
を
構
成
し
て
い
た
石
垣
が

発
掘
さ
れ
た
状
態
で
間
近
に
見
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

発
掘
現
場
を
後
に
し
て
か
ら
は
、

当
初
の
計
画
に
従
い
、
早
川
口
二
重

戸
張
と
い
う
長
い
土
塁
に
挟
ま
れ
た

戦
国
城
下
町
の
堅
固
な
出
入
り
口
を

見
学
し
て
か
ら
、
小
田
原
城
総
構
の

白
眉
で
あ
る
小
峯
の
大
堀
切
に
向
か

い
ま
し
た
。
周
囲
の
山
々
に
は
、
北

条
氏
を
攻
め
る
た
め
に
や
っ
て
き
た

秀
吉
配
下
の
諸
大
名
が
陣
を
敷
い
た

跡
が
あ
り
、
そ
れ
に
囲
ま
れ
る
よ
う

に
作
ら
れ
た
数
百
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ

大
空
堀
は
、
そ
の
緊
迫
し
た
状
況
を

肌
で
感
じ
取

る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で

し
た
。

そ
の
後
、

約
４
０
０
年

前
の
総
構
が

よ
く
残
っ
て

い
る
稲
荷
森

の
空
堀
、
続

い
て
山
の
神

台
の
堀
切
、

坂
下
台
の
出
構
え
を
見
学
し
た
後
、

現
在
は
小
田
原
高
校
の
敷
地
と
な
っ

て
い
る
古
廓
付
近
を
見
学
し
て
か

ら
、
天
守
閣
前
の
広
場
に
戻
っ
て
所

定
の
見
学
を
終
え
ま
し
た
。

小
田
原
市
は
観
光
の
目
玉
と
し
て

小
田
原
城
を
と
ら
え
て
お
り
、
旧
城

跡
の
用
地
買
収
、
発
掘
及
び
復
元
に

意
欲
的
に
取
組
ん
で
お
り
、
そ
の
現

状
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い

一
日
で
し
た
。

笠
間
日
動
美
術
館
鑑
賞
の
旅

白
堊
芸
術
鑑
賞
ク
ラ
ブ

小
田
原
城
総
構
見
学
後
記

中
世
城
郭
探
訪
の
集
い

早川口二重戸張にて

総構をほぼ半周し、最後は小田原城天守閣をバックに 小田原市街と相模湾を一望する総構の最高地・御鐘ノ台にて



白堊芸術祭2009

▲木村克子（S29卒）〈黄色い帽子〉

▶三浦千波
    （S50卒）
  〈風 景〉

▶伊藤馨一
（S52卒）

    〈夜のしじま〉

　山中雅彦
      （S49卒）  
    〈静 物〉 

　太田正孝
      （太田督也 /S25卒）  
    〈宙（そら）
　  鍛黒味銅香炉〉 

〈出展リスト〉平成21年12月2日（水）～4日（金）
開催場所：銀座「アート・ロベ」

　「第2回白堊芸術祭」は、野口田鶴子さ
ん (S40卒 ) の宮沢賢治の朗読も行われ、
大盛況裡に開催されました。今年度も同
じ時期に白堊芸術祭の開催が予定されて
います。会場でまた新たな交流の場が広
がることでしょう。またお会いできる事
を楽しみにしております。

オブジェになった気分で
「ハイ！ポーズ！」



在京白堊会報　2010年３月（第 28 号）　　　　　　　　　　　特集号（４）

▲毛利洋子（S41卒）〈チャペルのある風景〉▲佐々木美枝子（S43卒）〈白堊五人衆〉

▲伊東明子（S50卒）   〈木漏れ日〉

▲一戸裕子（S43卒）   〈柿〉

　▲武田夏実
          （武田素虹/Ｓ53卒）

      〈五臓六腑〉

▲神尾 厚（S30卒）
   〈山口観音堂（所沢・埼玉）〉

▲松本 雄（S30卒）
   〈山桜（長野）〉

▲早坂光平
      （S30卒）

   〈句の書〉

▲三宅 保（S34卒） 〈天神平の秋〉

▲福田 隆（S49卒）〈秋の乗鞍岳 偲ぶ池〉

▲伊藤公雄（S34卒）〈静 物〉

▲南舘英孝（S36卒） 
   〈デュルビュイの朝焼け〉

　千葉祐治
      （S41卒・鎌倉彫）

    〈香 合〉



特集号（５）　　　　　　　　　　　     在京白堊会報　2010年３月（第 28 号）　　　　　　　　　　　

▲村野井徹夫（S35卒）〈秋日和〉

▲玉澤健児（S43卒）
    〈Mr.モルジブ・ナポレオン〉 ▲及川 謙（S61卒）〈Siam・猫〉

▲渡部英俊（S53卒）〈創 生〉▲大澤邦雄（S43卒・写真と五行歌）
    〈秋の日の想い出〉

▲坂上洋子（S40卒）   〈願請延年〉

▲小野寺長道（S28卒） 〈妙高初冠雪〉

細
い
谷
間
の
木
細
工
集
落

ど
こ
ま
で
も

黄
葉
の
山
ま
た
山

あ
そ
こ
は
「
風
の
又
三
郎
」
の
学
校
だ
。

江
刺
の
道
に
初
雪
が
舞
う
。

　
　
（
八
十
若
・
Ｓ
22
卒 

小
川
達
雄
）

表
に
出
る
と…

雨
上
が
り
の
風
の
香
り

ふ
と
甦
え
る

遠
い
昔
の

古
里
の
小
道

　
　
（
だ
い
て
ん
ち
・
Ｓ
36
卒 

星 

邦
彦
）

晴
れ
た

空海
の
青

粒
子
に
な
っ
て

飛
ん
で
み
た
い

　
　
（
三
浦
千
波
・
Ｓ
50
卒
）　

日
本
最
北
端
の
岬

朝
靄
に
か
い
間
見
る
望
郷
の
地

空
腹
で
疲
れ
切
っ
た

赤
ん
坊
の
泣
き
声
が

波
間
に
響
く

　
　
（
伊
奈 

裕
・
Ｓ
38
卒 

稲
垣
裕
雄
）

車
窓
の
白
い
景
色
に

ほ
っ
と
す
る　

な
つ
か
し
さ

古
里
が
近
づ
い
て

何
か
力
が
湧
い
て

来
た

　
　
（
光
平
・
Ｓ
31
卒 

早
坂
光
平
）

ち
ょ
っ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

通
り
過
ぎ
た
は
ず
の
『
還
暦
』
が 

急
に
重
み
を
増
し
た
の
は

ふ
る
さ
と
の
山
に

向
か
っ
た
せ
い
だ
ろ
う
か　
　

 　
　
（
ろ
ろ
ち
ち
・
Ｓ
42
卒 

二
宮
ま
ゆ
み
）

車
窓
か
ら

振
り
返
れ
ば

い
つ
ま
で
も

追
い
か
け
て
く
る

ふ
る
さ
と
の
山　
　
　

　
　
（
山
田
武
秋
・
Ｓ
42
卒
）

 

 

宮澤賢治の詩と、五行歌の朗読をする
野口田鶴子さん（S40卒）

たくさん来場された（受付）

五行歌の展示コーナー

野口田鶴子さんの朗読は、白堊芸術祭開催初日の
12月2日、15時と17時の２回（各40分）行われた

白堊芸術祭に掲出された
五行歌作品



在京白堊会報　2010 年３月（第 28 号）　　　　　　　　　　　特集号（６）

▲佐藤法雄（佐藤容斎/ S50卒）
    〈楽 山（がくざん）〉

▶
浅
沼
榮
一（
浅
沼
一
道
／
Ｓ
27
卒
）〈
同
中
見
異（
舌
文
）〉

▲菊池雅子（S44卒）〈悠 久〉

▲板倉洋子（S28卒）〈ボマルッオの壁〉

▲及川昭伍（S25卒）
    〈釣窯三足鉢〉

▲渡部恵子（萌園翠/ S53卒）   〈天 啓〉

▲雫石 亮（S30卒）
    〈般 若〉

▶橋本時浩
     （S53卒）

    〈赤い森〉

▲田部井恭子（S34卒）   〈金持ちラグナ〉

▲三浦千江美
     （S53 卒）
   〈真而静（しんにしてせい）〉

▲池上敦子
     （S50卒）
   〈人間到處有青山）〉

▲高橋正美（S31卒）〈風と帆船〉



（７） 在京白堊会報　2010年3月（第28号）

今
年
も
白
堊
有
志
に
よ
る
「
歌
の

祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
歌
好
き
が

集
ま
っ
て
「
ピ
ア
ノ
の
生
の
伴
奏
で

歌
い
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
趣
旨
で
す
。

在
京
白
堊
会
の
ク
ラ
ブ
活
動
と
し

て
承
認
さ
れ
、
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
昨
年
は
、
22
年
卒
か
ら
54
年
卒

ま
で
参
加
の
幅
が
広
が
り
、
30
人
弱

で
楽
し
み
ま
し
た
。
軽
い
昼
食
を
と

り
な
が
ら
の
自
己
紹
介
、
近
況
報
告

を
皮
切
り
に
、
昭
和
54
年
卒
石
原
真

さ
ん
（
東
京
芸
大
作
曲
科
卒
）
が
一

高
在
学
中
に
ご
自
身
で
編
曲
し
た
校

歌
を
混
声
四
部
合
唱
で
指
導
。
こ
れ

を
手
始
め
に
、「
は
る
か
な
友
に
」

や
啄
木
の
短
歌
「
や
わ
ら
か
に
」、

「
不
来
方
の
」（
い
ず
れ
も
高
田
三
郎

作
曲
）
の
合
唱
を
楽
し
み
ま
し
た
。

独
唱
で
は
、
10
名
を
超
え
る
発
表

者
が
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
歌
曲
や
オ
ペ

昨年の参加者

女
性
同
士
の
情
報
交
換
や
親
睦
を

目
的
に
始
ま
っ
た
在
京
白
堊
レ
デ
ィ

ス
会
は
第
６
回
目
を
迎
え
ま
す
。
今

回
は
、
私
た
ち
女
性
の
健
康
管
理
に

つ
い
て
、
内
科
医
の
柴
孝
也
氏
に
よ

る
講
演
で
ス
タ
ー
ト
。
楽
し
い
お
食

事
を
し
な
が
ら
学
年
を
こ
え
て
親
し

く
交
流
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。
皆
様

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

参加者
募集

参加者
募集

今
年
も
銀
座
で
講
演
会
を
開
催

開
催
日：

平
成
22
年
6
月
26
日(

土)

○
日
時：

６
月
26
日（
土
）12：

00
時

〜
15：

00
時
（
11
時
30
分
か
ら
受
付
）

○
場
所：

レ
ス
ト
ラ
ン
　Sun-m

i

（
サ
ン
ミ
）
高
松
本
店
中
央
区
銀
座

６_

３_

９
（
※
昨
年
と
同
じ
会
場
）

電
話（
０
３
）５
５
６
８_

３
３
０
０

○
参
加
費：

７
’０
０
０
円（
在
京
白

堊
会
年
会
費
２
’０
０
０
円
を
含
む
）

ラ
の
ア
リ
ア
、
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
、
シ

ャ
ン
ソ
ン
の
数
々
を
披
露
。
な
か
で

も
、
今
回
最
高
齢
の
昭
和
22
年
卒
・

坂
田
純
治
さ
ん
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
「
ロ

マ
ン
ス
」
は
、
流
石
に
長
年
研
鑽
さ

れ
た
だ
け
に
、
声
の
良
さ
と
表
現
に

皆
が
感
動
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ
ム
へ
と

進
み
、
正
午
か
ら
５
時
ま
で
の
５
時

間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

今
回
も
、
幅
広
い
年
次
の
方
々
か

ら
、
歌
が
好
き
な
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
ま
す
。

○
日
時：

６
月
30
日（
水
）
12：

00
時

〜
17：

00
時
頃

○
場
所：

洋
風
居
酒
屋
ボ
ナ
ペ
テ
ィ

品
川
区
中
延
３_

８_

７

〈
電
話
〉０
３_

３
７
８
７_

３
６
３
４
　

○
参
加
費：

８
’０
０
０
円
（
ノ
ン

ア
ル
コ
ー
ル
の
方
は
７
’０
０
０
円
）

※
共
に
在
京
白
堊
会
年
会
費
２
’０

０
０
円
を
含
む
。

○
申
込：

５
月
15
日
（
土
）
ま
で
に
、

早
坂
光
平
（
31
年
卒
）
〒
１
７
５_

０
０
８
２
板
橋
区
高
島
平
８_

27_

11_

２
０
７

〈
電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
〉０
３_

３
９
３
２_

２
７
２
５
ア
ド
レ
ス

〈
ア
ド
レ
ス
〉hayak@

jcom
.hom
e.ne.jp

に
御
連
絡
く
だ
さ
い
（
ピ
ア
ノ
の
伴

奏
で
歌
う
方
は
、
こ
の
日
ま
で
に
楽

譜
を
お
送
り
く
だ
さ
い
）。
申
し
込

み
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日
詳
細
な
ご

案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。(

メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
お
持
ち

の
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）

ピアノ伴奏で歌を楽しむ「2009年歌の祭り」に参加された皆さん

在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会

ピ
ア
ノ
伴
奏
で
合
唱
や
独
唱
を
楽
し
む

開
催
日：

平
成
22
年
6
月
30
日(

水)

在
京
白
堊
会
「
歌
の
祭
り
」

○
申
込：

６
月
11
日
（
金
）
ま
で
に
、

住
所
、
氏
名
、
卒
業
年
次
、
電
話
番

号
を
担
当
幹
事
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

な
お
、
当
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
ご
容

赦
く
だ
さ
い
。

○
担
当
幹
事
（
Ｓ
33
年
卒
）

秋
元
潔
子
〈
電
話
〉０
４
４_

９
６
６

_

５
３
７
６
〈
Ｆ
Ａ
Ｘ
〉０
４
４_

９

５
１_

２
７
５
８

大
川
紀
子
〈
電
話
〉０
４
７_

４
７
９

_

２
６
３
５

鈴
木
芳
子
〈
電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
〉０
４

８_

６
２
３_

４
３
７
３

住
吉
綾
子
〈
電
話
〉０
３_

３
８
４
１

_

０
０
１
０
〈
Ｆ
Ａ
Ｘ
〉０
３_

３
８

４
５_

０
０
２
２

鶴
田
邦
子
〈
電
話
〉０
４
２_

３
２
１

_

３
９
１
３

久
慈
紘
子
〈
電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
〉０
４

４_

９
５
１_

６
２
７
０

「死別の悲しみを越えて」
～女性のライフステージと医療的課題～

〈講師　柴孝也氏のプロフィール〉
Ｓ33年卒。現在、慈恵医科大学客員教授・東京医療保
健大学大学院教授。東京慈恵医科大学卒業後、長年、感
染症に対する化学療法の研究に励まれ、昨年度日本化学
療法学会の最高の賞「志賀潔・秦佐八郎記念賞」を受賞
されました。医学部教授として活躍されるかたわら、当
時の海部総理大臣の主治医としての大任を果たされ、ま
た、巨人軍の監督、選手達の心身両面からの支えとなっ
ておられます。輝かしい業績もさることながら、氏の魅
力は何と言ってもそのお人柄にあり、故郷岩手に対する
並々ならぬ想い、そして人に対する温かさであります。
6年前に奥様に先立たれた悲しみを越えて、在京白堊レ
ディス会の女性のために、どのようなお話を伺えるか、
ご期待ください。 会場地図＝地下鉄銀座駅C2出口から数寄屋橋

通りを新橋方向に徒歩3分。昨年と同じ会場。

第6回在京白堊レディス会 講演テーマ
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総
会
に
出
席
で
き
な
い
方
は
、
同

封
の
振
替
用
紙
に
て
年
会
費
２，
０

０
０
円
を
お
振
込
み
願
い
ま
す
。

手
数
料
節
約
の
た
め
、
振
込
み
は

窓
口
で
は
な
く
、
極
力
Ａ
Ｔ
Ｍ
に

て
お
願
い
し
ま
す
。

お 願 い

昨
年
11
月
13
日
（金）
、
阿
見
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
（
茨
城
県
）
で
行
わ
れ
た

第
７
回
在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
大
会

は
、
24
名
が
参
加
し
、
年
次
対
抗

戦
と
個
人
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
年
次
対
抗
戦
が
優
勝

「
Ｓ
40
年
卒
チ
ー
ム
」（
細
越
博
資
、

阿
部
銀
二
、
江
尻
伸
）、
準
優
勝

「
Ｓ
29
年
卒
チ
ー
ム
」（
興
津
維
信
、

高
松
幹
雄
、宮
台
孜
、澤
口
祐
三
）。

個
人
戦
は
優
勝
が
江
尻
伸
（
Ｓ
40

年
卒
）、
準
優
勝
が
遠
畑
浩
紀

（
Ｓ
30
年
卒
）、
３
位
が
宮
台
孜

（
Ｓ
29
年
卒
）
で
し
た
。〈
敬
称
略
〉

白堊五行歌会

何
が
あ
る
の
だ

こ
の
暮
ら
し
の
中
に

そ
し
て
見
つ
け
る

玉
の
光
を

君
の
瞳
の
中
に

光
平
（
31
年
卒
）

小
糠
草
の
穂
は

さ
び
し
い

冬
は
素
枯
れ
て

道
端
に
浮
か
ぶ

小
さ
な
小
宇
宙

八
十
若
（
22
年
卒
）

一
つ
の
邑
に

十
の
物
語

山
里
の
人
々
は

伝
承
の
神
々
と
一
緒
に

暮
ら
し
て
い
る

山
田
武
秋
（
42
年
卒
）

病
床
に
臥
し
た
母
が

桜
花
の

ひ
と
ひ
ら
に
涙
を
流
す

旅
立
つ
前
の

最
後
の
親
孝
行

伊
奈

裕
（
38
年
卒
）

白堊五行歌会は、毎月第1金曜日午後6時30
分から秋葉原で歌会を行っています。参加をご
希望の方は03-3269-3420（42年卒・白堊五行
歌会代表・山田）までお気軽にご連絡ください。
メールsakuraco@leaf.ocn.ne.jp可。

※2009年10月～2010年2月までの作品から。名前はペンネームもあります。

と
う

む
ら

第7回在京白堊会ゴルフ大会の参加者

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

盛
岡
一
高
硬
式
野
球
部

今
春
も
千
葉
に
遠
征
！

春
の
遠
征
の
日
程
が
次
の
よ
う
に
決
ま

り
ま
し
た
。

３
月
26
日（
金
）
練
習
（
千
葉
明
徳
Ｇ
）

３
月
27
日（
土
）
練
習
（
千
葉
明
徳
Ｇ
）

３
月
28
日（
日
）
練
習
試
合
（
千
葉
明
徳
Ｇ
）

午
前：

千
葉
明
徳
午
後：

東
京
学
館
新
潟

３
月
29
日（
月
）
練
習
試
合（
東
海
大
浦
安
Ｇ
）

午
前：

東
海
大
浦
安
午
後：

東
海
大
浦
安

３
月
30
日（
火
）
練
習
試
合（
千
葉
経
大
附
Ｇ
）

午
前：

千
葉
経
大
附

午
後：

未
定

（
注
）
29
日
午
後
の
対
戦
校
は
変
更
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

甲
子
園
を
目
指
す
後
輩
の
大
い
な
る
活
躍

を
期
待
す
る
在
京
白
堊
会
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
応
援

は
３
月
28
日
（
日
）
午
前
の
試
合
か
ら
と
い

た
し
ま
す
。
都
合
の
良
い
時
間
に
Ｍ
旗
を
目

標
に
直
接
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

（
千
葉
明
徳
Ｇ：

京
成
千
原
線
学
園
前
駅
か
ら

徒
歩
５
分
。
不
明
な
点
は
在
京
白
堊
会
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

Ｓ
31
年
卒
み
や
こ
う
せ
い
さ
ん
が
、
ル
ー

個人戦優勝の江尻伸さん

年次対抗戦優勝の40年卒チームの皆さん
（左より阿部銀二さん、馬場信会長=41年
卒・表彰者、江尻伸さん、細越博資さん）

年
次
対
抗
Ｓ
40
年
卒
・
個
人
江
尻
さ
ん
優
勝

在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
白
堊
芸
術
の
祭
典
！

白
堊
芸
術
祭
2
0
0
9

第
２
回
白
堊
芸
術
祭
が
、
12
月
２

日（
水
）〜
４
日（
金
）、
昨
年
と
同
じ

銀
座
の
画
廊
ア
ー
ト
・
ロ
ベ
で
大
盛

況
裡
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
絵
画
、
彫
刻
、
陶
芸
、
書
、
写
真
、

金
工
、
鎌
倉
彫
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、

五
行
歌
等
々
、
お
よ
そ
50
点
の
多
岐

に
わ
た
る
ジ
ャ
ン
ル
の
力
作
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
実
に
多

く
の
皆
様
が
鑑
賞
に
お
出
で
に
な

り
、
出
品
者
か
ら
制
作
秘
話
を
聞
き

な
が
ら
、
在
京
白
堊
会
会
員
同
士
の

深
い
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
初
日
は
、
同
会
場
に
お
い

て
、
定
期
的
に
朗
読
活
動
を
さ
れ
て

い
る
野
口
田
鶴
子
さ
ん
（
Ｓ
40
卒
）

に
よ
る
「
宮
沢
賢
治
の
世
界
」
の
朗

読
会
が
２
回
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
声

楽
を
専
攻
さ
れ
た
後
、
イ
タ
リ
ア
留

学
中
に
朗
読
に
魅
せ
ら
れ
た
と
い
う

野
口
さ
ん
の
朗
読
は
、
宮
沢
賢
治
の

無
声
慟
哭
３
部
作
、
そ
し
て
白
堊
五

行
歌
会
会
員
の
五
行
歌
を
美
し
く
、

熱
く
、
歌
う
よ
う
に
語
ら
れ
、
会
場

を
埋
め
た
多
く
の
聴
衆
は
感
動
の
世

界
に
し
ば
し
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
芸
術
祭
の
詳
細
は
特
集
面
参
照
）

マ
ニ
ア
政
府
か
ら
日
本
の
文
化
勲
章
に
当
た

る
国
家
十
字
勲
章
を
授
与
さ
れ
、
そ
の
贈
呈

式
が
昨
年
11
月
24
日（
火
）、ル
ー
マ
ニ
ア
大
使

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
９
６
５
年
に
ル
ー

マ
ニ
ア
を
訪
れ
て
以
来
、
44
年
の
長
き
に
わ

た
っ
て
ル
ー
マ
ニ
ア
と
日
本
を
往
来
さ
れ
、

世
界
に
ル
ー
マ

ニ
ア
を
紹
介
さ

れ
た
」
と
い
う

の
が
評
価
さ
れ

て
の
叙
勲
。
当

日
は
31
年
同
期

は
じ
め
白
堊
同

窓
も
多
数
招
待

さ
れ
、
一
緒
に

受
賞
を
喜
び
あ

い
ま
し
た
。

遊
座
昭
吾
先
生
が
昨
年
、
啄
木
研
究
の
実

績
で
岩
手
日
報
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
受
賞
記
念
講
演
が
、４
月
25
日（
日
）、

明
治
大
学
駿
河
台
校
舎
の
リ
バ
テ
ィ
ー
タ
ワ

ー
１
階
１
０
１
１
教
室
で
開
催
さ
れ
る
「
国

際
啄
木
学
会
春
の
セ
ミ
ナ
ー
」
で
行
わ
れ

ま
す
。
時
間
は

16
時
〜
17
時

で
、
ど
な
た
で

も
聴
講
で
き
ま

す
（
聴
講
料
１，

０
０
０
円
）。
詳

細
は
追
っ
て
白

堊
会
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に

掲
示
し
ま
す
。

多
く
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

み
や
こ
う
せ
い
さ
ん（
Ｓ
31
年
卒
）

ル
ー
マ
ニ
ア
政
府
よ
り
叙
勲

遊
座
先
生
岩
手
日
報
文
化
賞
受
賞

４
月
に
明
大
で
記
念
講
演

みやさんの叙勲を祝う白堊OB盛岡で開催された受賞記念パーティー（H22.2.7）
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